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八頭町総合計画紹介（Ⅲ） 

障害者自立支援法 

まちの話題 

保健センターだより 

りんぽかん 

・・・・・・・２～３P 

・・・・・・・・・・・・・・４P 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・５P 

・・・・・・・・・・６～７P 

・・・・・・・・・・・・・・・８～９P

今月の主な話題 

八頭町下峰寺では、昔ながらの水車が残っています。使わ

れなくなっていた村の水車を発電用として改修し、自然と

も調和しながら地域の活性化につなげていく取り組みが行

われています。（関連記事５Ｐ） 

水車が村のシンボル 水車が村のシンボル 
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古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています。 

企
画
人
権
課
情
報
政
策
室（
76
―
０
２
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

広
報
や
ず
　
０
１
２
号 

平
成
　
年
　
月
１
日
発
行
　
毎
月
１
日
発
行
　
印
刷
・
綜
合
印
刷
出
版 

（株） 

広
報
に
の
っ
て
い
る
写
真
を
ご
希
望
の
方
は
、 

男女共同参画啓発シリーズ ⑩ 

　八頭町とNHK鳥取放送局では、八頭町誕生1周年を記
念して、NHKラジオ第一放送＜全国放送＞で放送する
ラジオ番組『民謡をたずねて』の公開録音を実施します。 
　この番組では、心に残る民謡をたっぷりとお楽しみい
ただきながら、地域の文化や風土を全国に紹介していき
ます。 

新たな分野への女性のチャレンジ！ 

18

３ 

八頭町誕生 
１周年記念 

ラジオ公開録音 

主催  八頭町・NHK鳥取放送局 

NHK 民謡をたずねて NHK 民謡をたずねて NHK 民謡をたずねて 

鎌田　英一 斉藤　京子 成世　昌平 

入場は無料ですが、整理券が必要です。 
往復はがきに所定の事項を記入してお
申し込みください。詳しくは広報に差
し込みの案内ちらしをご覧ください。 

鎌田 英一、 斉藤 京子、成世 昌平 ほか 

八東体育文化センター 
（八東中学校となり） 

平成18年 ４月22日（土） 
開場：午後６時  開演：午後６時30分 
終演：午後８時（予定） 

【お問い合わせ先】 
　■八頭町役場総務課　1（0858）76－0201 
　　　※平日　午前８時30分～午後５時15分 
　■NHK鳥取放送局　1（0857）29－9209 
　　　※平日　午前10時～午後６時30分 

会場付近の駐車場は限られていますので、
乗り合わせや公共交通機関のご利用をお
願いします。 

お願い 

日　時 日　時 

会　場 会　場 

出　演 出　演 

入場申込 入場申込 

　男女共同参画社会の形成においては、男
女が固定的な性別役割分担にとらわれず、
あらゆる分野に女性が参画していくことが
求められています。 
　特にこれまで女性の参画が少ない、防災・
災害・まちづくり等の新たな分野への女性
の積極的なチャレンジを促す地域環境を推
進していく必要があります。 
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⑤
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た 

 

　
魅
力
と
活
力
の
あ
る 

 

　
ま
ち
づ
く
り 

　
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
に
お
い
て
、

多
品
目
の
果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
あ

る
と
い
う
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、

活
力
の
あ
る
産
業
振
興
を
目
指
し

ま
す
。 

　
農
林
業
に
お
い
て
は
、
市
場
環

境
の
変
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
の

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
高

付
加
価
値
の
特
産
品
を
開
発
し
、

生
産
・
加
工
・
販
売
を
直
結
し
た

直
売
施
設
の
整
備
を
図
る
な
ど
、

新
た
な
農
林
業
の
確
立
を
目
指
し

ま
す
。 

　
商
工
業
に
つ
い
て
は
、
住
民
が

生
活
に
必
要
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
供
給
が
身
近
に
行
わ
れ
る
よ
う

支
援
し
、
賑
わ
い
の
あ
る
商
店
街

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

Ｉ
Ｔ
基
盤
の
整
備
を
行
う
な
ど
、

企
業
が
進
出
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
、
雇
用
機
会
の
拡
大
を

図
り
ま
す
。 

　
観
光
に
つ
い
て
は
、
多
彩
な
魅

力
を
有
す
る
観
光
資
源
を
有
効
に

活
用
し
、
積
極
的
な
情
報
発
信
を

行
う
な
ど
、
自
然
環
境
を
生
か
し

た
農
山
村
で
の
滞
在
型
余
暇
活
動
、

農
業
体
験
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
、
都
市
と
農
山
村
と
の
ふ
れ
あ

い
の
広
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
促
進

し
ま
す
。 

 

　
以
上
の
と
お
り
、
１
月
号
か
ら

今
月
号
の
中
で
議
会
の
議
決
を
得

た
【
基
本
構
想
】・【
基
本
目
標
】

を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。 

　
次
に
、
こ
れ
か
ら
紹
介
し
ま
す

【
基
本
計
画
】
は
、
議
会
の
議
決

案
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、【
基

本
構
想
】
の
描
く
将
来
像
・
目
標

を
実
現
化
す
る
た
め
の
計
画
が
必

要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
各
目
標
の

柱
を
紹
介
し
ま
す
。 

 【
基
本
計
画
】 

 

　 
 【

基
本
目
標
】 

　
本
町
の
将
来
像
「
人
が
輝
き
・

集
い
・
夢
広
が
る
ま
ち
」
を
実
現

す
る
た
め
に
、
次
の
５
つ
を
基
本

目
標
に
設
定
し
ま
す
。 

   

①
住
民
一
人
ひ
と
り
が 

 

　
主
役
の
ま
ち
づ
く
り 

　
地
方
分
権
時
代
の
到
来
を
背
景

に
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
行

政
主
導
型
で
は
な
く
、
住
民
参
加

型
の
ま
ち
づ
く
り
が
一
層
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
行
政
と
し

て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
と
と
も

に
、
新
た
な
住
民
参
画
の
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
意

識
の
高
揚
を
図
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
、
住
民
自
ら
が
主
体
と
な
っ

て
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
支

援
を
促
進
し
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
今
後
も
安
定
し
た
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

も
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
が
必
要

で
あ
り
、
地
方
分
権
時
代
に
対
応

で
き
る
よ
う
適
切
な
行
政
組
織
体

制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。 

人
権
・
同
和
問
題
や
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
教
育
・

啓
発
の
充
実
を
図
り
、
人
権
意
識
・

男
女
共
同
参
画
意
識
の
高
揚
に
努

め
る
な
ど
、
住
民
が
お
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
合
い
、
行
政
と
協
働

し
て
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。 

   

②
や
す
ら
ぎ
と
生
き
が 

 

　
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

　
す
べ
て
の
住
民
が
地
域
で
支
え

合
い
な
が
ら
、
や
す
ら
ぎ
を
持
っ

て
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
保
健
・

福
祉
・
医
療
の
連
携
強
化
に
よ
る

総
合
的
な
福
祉
・
医
療
体
制
の
充

実
を
図
る
と
共
に
、
公
共
施
設
等

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
も
取
り
入

れ
な
が
ら
、
高
齢
者
、
障
害
者
、

幼
児
な
ど
、
す
べ
て
の
人
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。 

　
少
子
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

子
育
て
支
援
施
設
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
施
策

の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

ま
た
、
高
齢
者
の
知
識
・
経
験
を

産
業
や
教
育
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
か
す
こ
と
や
、
就
労
支

援
等
を
通
し
て
高
齢
者
の
社
会
参

画
を
促
し
、
生
き
が
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

   

③
自
然
と
共
生
し
た
快
適
で 

 

　
安
全
な
ま
ち
づ
く
り 

　
す
べ
て
の
住
民
が
快
適
で
安
全

な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
情
報
通

信
基
盤
、
道
路
網
及
び
公
共
交
通

網
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
恵
ま
れ
た
緑
や
豊
富
な

水
な
ど
の
自
然
環
境
を
活
か
し
な

が
ら
、
上
・
下
水
道
等
の
生
活
基

盤
の
事
業
推
進
及
び
老
朽
化
し
た

施
設
の
更
新
を
図
り
、
自
然
と
共

生
し
た
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
自
然
環
境
や
自
然
景

観
を
保
全
す
る
た
め
の
治
山
・
治

水
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
を
次
の
世

代
に
伝
え
る
た
め
に
、
ご
み
の
減

量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
の
推
進

に
努
め
、
資
源
循
環
型
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。 

　
そ
の
ほ
か
に
も
地
域
の
防
災
意

識
を
高
め
、
防
災
・
消
防
体
制
の

強
化
や
交
通
安
全
・
防
犯
体
制
の

充
実
を
図
る
な
ど
、
安
心
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。 

   

④
豊
か
な
心
を
育
み 

 

　
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り 

　
地
域
は
人
が
支
え
、
人
が
そ
の

中
心
で
あ
る
と
い
う
視
点
の
も
と

に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携

を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
教

育
力
の
向
上
を
図
り
、
特
色
あ
る

学
校
教
育
の
創
造
に
努
め
、
未
来

を
担
う
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
社
会
環
境
の
変
化
に
伴

い
価
値
観
が
多
様
化
し
て
お
り
、

生
涯
学
習
な
ど
に
対
す
る
住
民
の

要
望
は
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

質
の
高
い
生
涯
学
習
・
文
化
芸
術
・

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
を
積
極

的
に
実
施
し
、
若
者
と
高
齢
者
の

世
代
間
の
交
流
や
国
際
交
流
事
業

等
に
取
り
組
み
、
多
彩
な
ふ
れ
あ

い
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

　
さ
ら
に
地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統

や
文
化
、
魅
力
あ
る
工
芸
品
な
ど

を
受
け
継
ぎ
、
継
承
し
て
い
く
と

と
も
に
、
地
域
お
こ
し
や
町
民
の

連
携
を
促
進
し
、
豊
か
な
心
を
育

み
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。 

本町の将来像 本町の将来像 本町の将来像 本町の将来像 
総合計画が決定（Ⅲ） 

「人が輝き・集い・夢広がるまち」 「人が輝き・集い・夢広がるまち」 「人が輝き・集い・夢広がるまち」 

基
本
目

基
本
目
標
・
標
・
基
本
計
画

基
本
計
画 

基
本
目

基
本
目
標
・
標
・
基
本
計
画

基
本
計
画 

基
本
目
標
・
基
本
計
画 

本
誌
１
・
２
月
号
に
引
き
続
き
、
最
後
に 

（
Ⅲ
）シ
リ
ー
ズ【
基
本
目
標
・
基
本
計
画
】を 

紹
介
し
ま
す
。 

　
以
上
、
３
回
に
わ
た
っ
て
総
合

計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
な
お
、
詳
し
い
事
業
計
画
並

び
に
内
容
は
、
役
場
企
画
人
権
課

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
冊

子
と
し
て
「
八
頭
町
総
合
計
画
」

を
発
行
し
、
区
長
さ
ん
を
は
じ
め

各
関
係
機
関
へ
一
部
届
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
八
頭
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
載
せ
て
お
り
ま
す
。 

　
八
頭
町
が
「
人
が
輝
き
・
集
い
・

夢
広
が
る
ま
ち
」
と
し
て
発
展
す

べ
く
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
企
画
人
権
課
　

1 

76
―
０
２
０
３ 

　
　 

　http://w
w
w
.tow
n.yazu. 

　
　
　 

　
　
　
　
　  tottori.jp/

（
１
）住
民
と
行
政
の
協
働
の 

　
　
ま
ち
づ
く
り 

（
２
）人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り 

（
３
）男
女
共
同
参
画
の 

　
　
ま
ち
づ
く
り 

（
４
）健
全
な
行
・
財
政
運
営
の

推
進 

（
５
）主
要
事
業 

① 

住
民
一
人
ひ
と
り 

が
主
役
の 

ま
ち
づ
く
り 

（
１
）保
健
・
福
祉
・
医
療
の 

　
　
充
実 

（
２
）社
会
福
祉
の
充
実 

（
３
）生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し 

　
　
づ
く
り 

（
４
）子
育
て
支
援
体
制
の
充
実 

（
５
）主
要
事
業 

② 

や
す
ら
ぎ
と 

生
き
が
い
の
あ
る 

ま
ち
づ
く
り 

（
１
）学
校
教
育
の
充
実 

（
２
）社
会
教
育
の
充
実 

（
３
）地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の 

　
　
活
性
化 

（
４
）ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進 

（
５
）芸
術
・
文
化
活
動
の
推
進 

（
６
）文
化
財
の
保
護
・
保
存 

（
７
）主
要
事
業 

④ 

豊
か
な
心
を
育
み 

文
化
の
薫
る 

ま
ち
づ
く
り 
⑥ 
公
共
施
設
の
統
合 

整
備 

⑦ 
計
画
の
推
進 

⑧ 

行
財
政
運
営 

（
１
）農
林
水
産
業
の
振
興 

（
２
）商
工
業
の
振
興 

（
３
）観
光
・
交
流
の
促
進 

（
４
）雇
用
の
促
進 

（
５
）主
要
事
業 

⑤ 

地
域
の
個
性
を 

活
か
し
た
魅
力
と 

活
力
の
あ
る
ま
ち 

づ
く
り 

（
１
）地
域
情
報
化
の
促
進
　
　 

（
２
）道
路
・
公
共
交
通
網
の 

　
　
整
備 

（
３
）生
活
環
境
整
備
の
促
進 

（
４
）自
然
環
境
・
景
観
の
保
全 

（
５
）地
域
防
災
・
防
犯
の
推
進 

（
６
）主
要
事
業 

③ 

自
然
と
共
生
し
た 

快
適
で
安
全
な 

ま
ち
づ
く
り 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

ア
ド
レ
ス 
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今
回
の
改
正
で
大
き
く
変
更
と

な
る
の
が
自
己
負
担
金
で
す
。
こ

れ
ま
で
支
援
費
制
度
で
は
、
所
得

に
よ
り
自
己
負
担
金
を
決
定
す
る

応
能
負
担
方
式
で
し
た
が
、
４
月

か
ら
は
サ
ー
ビ
ス
量
と
所
得
に
着

目
し
た
負
担
の
仕
組
み
（
１
割
の

定
率
負
担
と
所
得
に
応
じ
た
月
額

負
担
上
限
額
の
設
定
）
に
変
更
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
食
費
・
光
熱

水
費
等
の
実
費
負
担
も
見
直
さ
れ

ま
す
。 

              

         

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
定
率
負

担
は
、
所
得
に
応
じ
て
４
区
分
の

月
額
負
担
上
限
額
が
設
定
さ
れ
、

ひ
と
月
に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
量

に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
以
上
の
負

担
は
生
じ
ま
せ
ん
。 

  

　 
 

　
入
所
施
設
等
を
利
用
す
る
場
合
、

本
人
の
預
貯
金
が
３
５
０
万
円
以

下
で
あ
れ
ば
、
定
率
負
担
の
個
別

減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
具
体
的
に
は
月
額
収
入
が
６
６
，

６
６
７
円
ま
で
の
場
合
は
利
用
者

負
担
は
０
円
と
な
り
、
６
６
，
６

６
７
円
を
超
え
る
収
入
が
あ
る
場

合
は
超
え
た
額
のI

％
（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
場
合
は&

％
）
を
利

用
者
負
担
の
上
限
と
し
ま
す
。 

　
な
お
こ
の
個
別
減
免
を
受
け
る

場
合
に
は
施
設
又
は
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
へ
住
民
票
を
移
動
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

    

施
設
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場

合
は
事
業
費
分
の
定
率
負
担
に
加

え
て
、
施
設
で
の
食
費
・
光
熱
水

費
等
を
実
費
負
担
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
払
っ
て
も

手
元
に
一
定
額
が
残
る
よ
う
実
費

負
担
を
減
額
し
ま
す
。 

 

　 　
そ
の
ほ
か
に
も
社
会
福
祉
法
人

が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合
、
収
入
や
資
産
が
一
定
以

下
で
あ
れ
ば
社
会
福
祉
法
人
減
免

が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
同
じ
世
帯
の
中
で
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
人
が
複
数
い
る
場

合
も
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

と
し
て
、
負
担
上
限
額
を
上
回
っ

た
分
が
後
日
還
付
さ
れ
ま
す
。 

 

　
今
回
の
制
度
は
減
免
制
度
等
が

複
雑
な
た
め
、
世
帯
の
状
況
、
所

得
等
を
も
と
に
個
別
に
計
算
し
た

負
担
金
額
と
な
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
各
地
域
の
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
1_

―

３
５
６
６ 

　
船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
1`

―

０
６
７
０ 

　
八
東
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
1k

―

１
２
３
４ 

障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
と
な
り
ま
す 
平
成
18
年
4
月
よ
り
よ
り 
平
成
18
年
4
月
よ
り 

月
額
負
担
上
限
額 

個
別
減
免 

補
足
給
付 

そ
の
他
の
減
免
・
減
額
制
度 

その２ 

※
世
帯
の
範
囲 

　
所
得
を
判
断
す
る
世
帯
の
範
囲
は
、
住

民
票
の
世
帯
が
原
則
で
す
が
、
住
民
票
で

同
じ
世
帯
と
な
っ
て
い
て
も
税
制
と
医
療

保
険
で
被
扶
養
者
で
な
け
れ
ば
、
障
害
の

あ
る
方
と
そ
の
配
偶
者
を
別
世
帯
の
取
扱

い
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

区　分 世帯の収入状況 月額負担 
上限額 

生活保護 

低所得1 

低所得2 

一　般 

0円 

15,000円 

24,600円 

37,200円 

生活保護受給世帯 

市町村民税非課税世帯
で、サービスを利用す
る障害者又は障害児の
保護者の収入が80万
円以下の方 

市町村民税非課税世帯
で、低所得１以外の方 

市町村民税課税世帯 

支援費制度と自立支援法の自己負担の比較表 

一般世帯 
住民税課税 
所得税10万円 

八頭町住所で 
障害年金1級を 
受給している場合 
年金月額82,758円 

施設の住所で 
障害年金1級を 
受給している場合 
年金月額82,758円 

事業費　5,340円×20日 
　　　　  ＝106,800円 

　　　１回当　　500円 
　　　　　月　4,600円 
500円×20回=10,000円の 
ところ月額上限のため 

事業費　5,340円×20日 
　　　　    ＝106,800円 

　　　１回当　　　534円 
　　　　   月　10,680円 
１割負担となります。 
最高負担額は37,200円です。 

事業費　250,000円 
サービスに対する自己負担 
　　　　　　　　25,000円 1割 
食費・施設費負担  58,000円  

　　　　　　計　83,000円 

事業費　250,000円 
サービスに対する自己負担 
　　　　　　　　 8,045円 個別減免後 
食費・施設費負担  46,712円 補足給付後 

　　　　　　計　54,757円 

支援費制度（～平成18年3月末まで） 

居宅系サービス（児童デイサービス）を月20日使った場合 

施設（知的障害者更生施設）に入所している場合 

自立支援法（平成18年4月～） 

支援費制度（～平成18年3月末まで） 自立支援法（平成18年4月～） 

事業費　250,000円 
サービスに対する自己負担 
　　　　　　　　49,800円 
食費・施設費負担 　　　 0円

　　　　　　計　49,800円 

事業費　250,000円 
サービスに対する自己負担 
　　　　　　　　49,800円 
食費・施設費負担 　　　 0円 

　　　　　　計　49,800円 

TEL 76-0210　FAX 73-0414 
http://www.town.yazu.tottori.jp/

話題・情報は、情報政策室へ 

まちの話題 

　
１
月6

日
、
延
命
寺
付
近
の
水

田
に
６
羽
の
白
鳥
が
降
り
立
っ
て

い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
普
段

は
地
元
の
方
も
見
か
け
な
い
よ
う

な
の
で
、
ど
こ
か
の
ね
ぐ
ら
か
ら

こ
こ
に
や
っ
て
き
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
カ
メ
ラ
を
向
け
た
瞬
間

は
ち
ょ
っ
と
警
戒
し
た
様
子
で
じ

っ
と
こ
ち
ら
を
向
い
て
い
ま
し
た

が
、
何
も
し
な
い
と
わ
か
っ
た
の

か
、
エ
サ
を
つ
つ
く
よ
う
な
そ
ぶ

り
を
見
せ
始
め
ま
し
た
。冬
の
め
ず

ら
し
い
お
客
さ
ま
と
の
対
面
で
し
た
。 

白
鳥
の
飛
来
に
遭
遇 

田んぼで羽を休める白鳥たち 

　『
ク
ロ
物
語
―
氷
海
に
飛
び
込

ん
だ
犬
―
』
の
本
の
中
に
あ
る
シ

ベ
リ
ア
収
容
所
で
の
抑
留
生
活
を

体
験
さ
れ
た
八
頭
町
在
住
の
井
上

平
夫
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
手
紙
や
は

が
き
な
ど
が
た
く
さ
ん
届
い
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
物
語
は
、
最
近
地
元
の
新

聞
や
民
放
テ
レ
ビ
の
全
国
放
送
で

も
紹
介
さ
れ
話
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
当
時
抑
留
生
活
を
強
い
ら

れ
た
日
本
の
人
た
ち
と
、
そ
こ
で

一
緒
に
生
活
す
る
犬「
ク
ロ
」と
の

心
温
ま
る
実
話
を
見
て
、
こ
れ
に

感
動
し
た
人
た
ち
か
ら
手
紙
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の

中
に
は
、
遠
く
は
外
国
に
在
住
の

方
か
ら
の
便
り
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

　
井
上
さ
ん
は
、
シ
ベ
リ
ア
で
の

体
験
に
つ
い
て
、
ず
っ
と
多
く
を

語
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、!

年
ほ
ど
前
に
あ
る
き
っ
か

け
か
ら
当
時
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と

残
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

「
激
動
の
半
生
」
を
自
費
出
版
さ

れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
平
成!

年
度
に
公
民

館
か
ら
発
刊
さ
れ
た
ふ
れ
あ
い
大

学
文
集
十
三
号
「
せ
せ
ら
ぎ
」
の

中
に
、
抑
留
生
活
中
に
捨
て
ら
れ

て
い
た
一
匹
の
子
犬
を
見
つ
け
収

容
所
に
連
れ
帰
り
、
「
ク
ロ
」
と

名
づ
け
て
み
ん
な
で
育
て
生
活
し

て
い
た
と
き
の
話
を
抜
粋
し
た
も

の
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
話
の
内
容
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
し
て
知
れ
渡
り
、
『
ク
ロ

物
語
』
が
出
版
さ
れ
、
新
聞
・
テ

レ
ビ
等
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
も
の
で
す
。 

　
井
上
さ
ん
は
、
「
今
で
は
戦
争

を
体
験
し
た
人
も
少
な
く
な
っ
た
。

私
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
た
人
た

ち
も
も
う
数
え
る
ほ
ど
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
話
を
き
っ
か
け
に
、

戦
争
が
い
か
に
悲
惨
で
あ
る
か
を

み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
「
ク

ロ
」
と
の
生
活
で
は
ぐ
く
ま
れ
た

愛
情
の
物
語
を
感
じ
取
っ
て
も
ら

え
た
ら
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。 

文集「せせらぎ」をもつ井上さん 

ク
ロ
物
語 

体
験
者
の
井
上
さ
ん
に 

反
響
の
声
多
数 

　
下
峰
寺
部
落
で
は
地
域
の
活
性

化
の
一
つ
と
し
て
水
車
で
の
水
力

発
電
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
地
区
で
は
、
平
成'

年
度

か
ら
全
住
民
参
加
の
「
下
峰
寺
活

性
化
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
て
、

各
種
の
部
会
や
検
討
会
を
組
織
し
、

「
村
づ
く
り
計
画
」
を
と
り
ま
と

め
ま
し
た
。
水
車
発
電
は
そ
れ
に

基
づ
い
た
活
動
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
水
車
は
以
前
は
農
業
用
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
し
た

が
、
地
区
の
活
性
化
の
一
環
と
し

て
村
を
あ
げ
て
水
車
を
よ
み
が
え

ら
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

発
電
さ
れ
た
電
気
は
街
路
灯
な
ど

に
使
用
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
自

然
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
に
つ

い
て
も
学
ん
で
も
ら
う
よ
う
考
え

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
村
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
地
区
交
流
を

含
め
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

水
車
で
発
電 

地
域
の
活
性
化
・
再
生 

に
向
け
て 

水車小屋の前にある発電のしくみ 
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や
ず
電
話
健
康
相
談 

無
料
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
で
相
談
で
き
ま
す
。 

24
時
間
年
中
無
休
で
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

72
―
３
５
６
６  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

72
―
３
５
６
５ 

郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

73
―
０
６
７
０  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

73
―
０
７
４
１ 

船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

84
―
１
２
３
４  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

84
―
１
２
３
５ 
八
東
保
健
セ
ン
タ
ー 
連絡先 

予
防
接
種
法
が
改
正
に
な
り
ま
す 

麻
し
ん（
は
し
か
）と
風
し
ん
の 

２
回
接
種
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す 

麻
し
ん
、風
し
ん
予
防
接
種
を 

早
期
に
受
け
ま
し
ょ
う 

 

麻
し
ん
、
風
し
ん
と
は 

　
予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成)

年
４
月
１
日
か
ら
麻
し
ん
・

風
し
ん
の
予
防
接
種
が
変
わ
り
ま

す
。 

    

　
平
成)

年
３
月6

日
ま
で
は
、

１
歳
か
ら
７
歳
６
か
月
未
満
の
お

子
さ
ん
に
対
し
て
、
麻
し
ん
ワ
ク

チ
ン
と
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
一
度

ず
つ
接
種
す
る
と
い
う
制
度
で
し

た
が
、
４
月
１
日
か
ら
は
、
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
よ
う
変
更
に
な
り
ま
す
。
よ

り
高
い
予
防
の
効
果
を
得
る
た
め

に
、
２
回
接
種
を
新
た
な
制
度
と

し
て
導
入
し
、
第
１
期
は
、
１
歳

か
ら
２
歳
ま
で
の
１
年
間
、
第
２

期
は
小
学
校
入
学
前
の
１
年
間
に

接
種
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

　 
  

　「
麻
し
ん
、
風
し
ん
」
混
合
ワ

ク
チ
ン
に
よ
る
接
種
は
、
３
月6

ま
で
に
現
在
の
麻
し
ん
、
風
し
ん

予
防
接
種
の
ど
ち
ら
も
接
種
し
て

い
な
い
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。 

　
平
成)

年
４
月
１
日
以
降
、
現

在
の
麻
し
ん
、
風
し
ん
の
ワ
ク
チ

ン
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
か
な

い
予
防
接
種
と
な
り
ま
す
。
麻
し

ん
、
風
し
ん
そ
れ
ぞ
の
予
防
接
種

は
平
成)

年
３
月6

日
ま
で
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。 

　
生
後
１
歳
か
ら
７
歳
６
か
月
未

満
で
、
ま
だ
麻
し
ん
と
風
し
ん
の

予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
お
子

さ
ん
が
お
ら
れ
る
保
護
者
の
方
は
、

か
か
り
つ
け
医
師
と
よ
く
相
談
し
、

早
期
に
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。 

 

  

・
麻
し
ん 

　
麻
し
ん（
は
し
か
）

は
感
染
力
が
強
く
、

予
防
接
種
を
受
け
な
い
と
、
多
く

の
人
が
か
か
る
病
気
で
す
。
発
熱
、

せ
き
、
鼻
汁
、
め
や
に
、
発
疹（
ほ

っ
し
ん
）を
主
症
状
と
し
ま
す
。

主
な
合
併
症
と
し
て
、
気
管
支
炎
、

肺
炎
、
中
耳
炎
、
脳
炎
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
人

は
数
千
人
に
１
人
の
割
合
で
死
亡

し
て
お
り
、
日
本
で
現
在
で
も
年

間
約
数
十
人
の
子
が
命
を
落
と
し

て
い
ま
す
。 

  

・
風
し
ん 

　
風
し
ん
は
三
日
ば

し
か
と
も
呼
ば
れ
、
発
疹（
ほ
っ

し
ん
）、
熱
な
ど
が
約
３
日
間
で

治
り
ま
す
が
、
合
併
症
と
し
て
関

節
痛
、
脳
炎
な
ど
が
起
こ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

　
風
し
ん
に
大
人
に
な
っ
て
か
ら

か
か
る
と
重
症
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

妊
婦
が
妊
娠
早
期
に
か
か
る
と
、

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
と
呼
ば
れ

る
病
気
を
も
っ
た
子（
心
臓
病
、白

内
障
、聴
力
障
害
な
ど
）が
生
ま
れ

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。 

麻しん（はしか）と風しんの予防接種 

（対 象 者）生後12月から生後90月に至るまでの間にある者 
（接種方法）麻しんワクチン及び風しんワクチンを１回ずつ接種 

 
ワクチン 
 
 

麻しんワクチン 
 
 
 

風しんワクチン 

出生時 ６ヶ月 12ヶ月 18ヶ月 ２歳 ３歳 ４歳 

１回 

１回 

５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 

予防接種法改正前 
（平成18年３月31日まで） 

（対 象 者）第１期　生後12月から生後24月に至るまでの間にある者  
　　　　　　第２期　５歳以上７歳未満の者で、小学校入学前の１年間 
（接種方法）麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲ混合ワクチン）を第１期、第２期で１回ずつ 

 
ワクチン 
 

麻しんと風しん 
 

の混合ワクチン 

出生時 ６ヶ月 12ヶ月 18ヶ月 ２歳 ３歳 ４歳 

第１期 第２期 

５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 

予防接種法改正後 
（平成18年４月１日以降） 

3
月
1
日（
水
）〜
3
月
7
日（
火
）は 

「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」で
す 

      

　
保
護
者
を
始
め
と
し
た
住
民
の
方
々
の
予
防
接
種
に
対
す
る
関
心
を
高

め
て
予
防
接
種
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
、
ま
た
平
成)

年
４
月
１
日
か
ら

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
導
入
す
る
制
度
改
正
を
踏
ま
え
、
麻
し

ん
と
風
し
ん
の
予
防
接
種
に
重
点
を
お
く
こ
と
と
、
接
種
率
の
向
上
に
よ

る
麻
し
ん
、
風
し
ん
の
根
絶
を
目
指
し
て
、「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」

が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
実
施
期
間
は
、
３
月
１
日（
水
）か
ら
３
月
７
日（
火
）ま
で
の
１
週
間
で

す
。
こ
の
時
期
は
４
月
か
ら
の
入
園
、
入
学
に
備
え
、
予
防
接
種
へ
の
関

心
を
高
め
る
時
期
で
あ
り
、
平
成)

年
４
月
１
日
か
ら
の
制
度
改
正
に
向

け
て
麻
し
ん
、
風
し
ん
の
接
種
漏
れ
を
見
直
す
よ
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
期
間
に
予
防
接
種
が
で
き
る
医
療
機
関
名
、
接
種
時
間
等
を
鳥
取

県
医
師
会
か
ら
情
報
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
各
保
健
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

３月の保健事業 ３月の保健事業 ３月の保健事業 

1 

2 
 

6 

7
 

 

8 

9 
 

10 

13 

14 
 

 

16 

 

20 

23 
 

27 

28 

30

ポリオ予防接種 

水中運動教室 

２歳児歯科健診 

一般健康相談 

幼児教室 

ポリオ予防接種 

ポリオ予防接種 

水中運動教室 

５歳児健診 

ポリオ予防接種 

一般健康相談 

育児相談 

さわやか体操教室 

成分献血 

水中運動教室 

５歳児健診 

心の健康相談 

水中運動教室 

３歳児健診 

一般健康相談 

さわやか体操教室 

水中運動教室 

受付 13:45～14:00 

10:30～11:45 

受付 12:45～13:00 

9:30～11:00 

9:30～12:00 

受付 13:15～13:30 

受付 13:45～14:00 

10:30～11:45 

受付 12:30～12:45 

受付 13:15～13:30 

9:30～11:00 

9:30～11:30 

14:00～15:00 

9:00～16:00 

10:30～11:45 

受付 12:30～12:45 

9:30～11:00 

10:30～11:45 

受付 12:30～12:45 

9:30～11:00 

14:00～15:00 

10:30～11:45

八東保健センター 

八東保健センター 

郡家保健センター 

郡家保健センター 

八東保健センター 

郡家保健センター 

船岡保健センター 

八東保健センター 

郡家保健センター 

郡家保健センター 

八東保健センター 

郡家保健センター 

船岡保健センター 

八頭合同庁舎 

八東保健センター 

郡家保健センター 

郡家保健センター 

八東保健センター 

郡家保健センター 

船岡保健センター 

八東保健センター 

八東保健センター 

乳幼児 

一般 

２歳児 

一般 

１歳１～２ヶ月児 

乳幼児 

乳幼児 

一般 

５歳児 

乳幼児 

一般 

乳幼児等 

一般 

一般 

一般 

５歳児 

一般 

一般 

３歳児 

一般 

一般 

一般 

水 

木 
 

月 

火 
 

水 

木 
 

金 

月 

火 
 

 

木 

 

月 

木 
 

月 

火 

木 

日 曜日 内  容 時  間 場  所 対  象 

9
０
１
２
０
―

２
７
０
―

２
４
９ 
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2006.3 2006年  3月号 2006年  3月号 

いのち・愛・人権 

りんぽかん 
船岡文化センター 
73-00300030

船岡文化センター 
73-0030

八東隣保館八東隣保館 
84-34963496
八東隣保館 
84-3496

郡家隣保館郡家隣保館 
72-26722672
郡家隣保館 
72-2672

八頭町 
第11号 

 

平
和
と
平
等
は 

　
人
権
問
題
の
と
り
で 

▲阿波木偶「箱廻し」 ▲習字教室 

▲みんなで力を合わせよう 

▲生花教室 ▲大正琴教室 

　
２
月(

日
、
船
岡
公
民
館
で
船

岡
地
域
の
小
学
校
６
年
生
全
員
に

よ
る
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
交
流
会
で
は
、
中
学
校
入

学
を
ひ
か
え
た
６
年
生
の
児
童
を

対
象
に
、
町
内
の
仲
間
が
力
を
合

わ
せ
て
活
動
を
行
う
中
で
交
流
を

深
め
、
支
え
合
う
仲
間
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
児
童
一
人
ひ

と
り
の
人
権
感
覚
を
磨

き
、
差
別
解
消
に
向
け

た
意
欲
や
態
度
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。 

　
ま
ず
最
初
に
、
人
権

教
育
推
進
員
の
垣
本
博

規
さ
ん
か
ら
人
権
に
つ

い
て
の
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。 

　
人
権
学
習
の
あ
と
は
、

初
め
て
会
っ
た
人
と
自

己
紹
介
を
し
合
う
と
い

う
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

グ
ル
ー
プ
づ
く
り
の
た
め

の
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た

ち
も
、
教
室

で
の
授
業
と

は
少
し
違
っ

た
様
子
で
活

発
に
動
き
、

お
互
い
が
協

力
し
合
っ
て

大
き
な
紙
を

折
っ
た
り
し

な
が
ら
巨
大
な
折
り
鶴
を

完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
交
流
が
、
や
が
て
中
学
校
で

一
緒
に
な
る
新
し
い
友
達
と
、
な

ん
で
も
話

せ
る
友
達

づ
く
り
な

ど
、
色
々

な
人
と
の

ふ
れ
あ
い

を
と
お
し

て
の
人
間

関
係
づ
く

り
で
、
差

別
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
に

つ
な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　
開
会
に
あ
た
っ
て
、
寺
木
伸
明

実
行
委
員
会
代
表
は
、「
貧
富
の

格
差
は
社
会
不
安
を
引
き
起
こ
す
。

今
、
確
実
に
人
権
侵
害
と
差
別
事

件
は
増
加
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

全
国
か
ら
各
界
・
各
層
の
人
々
が

集
ま
り
、
差
別
・
貧
困
・
暴
力
か

ら
解
放
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
が
人

間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

現
の
た
め
に
、
研
究
報
告
や
日
々

の
実
践
を
語
り
、
学
び
合
っ
て
い

こ
う
。」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

   

　
全
体
会
の
講
演
で
は
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
斉
藤
貴
男
さ
ん
が
、

「
日
本
は
ど
こ
に
向
か
う
の
か
。

市
民
の
力
で
創
る
人
権
社
会
」
と

題
し
て
講
演
。
そ
の
中
で
、
斉
藤

さ
ん
は
、「
小
泉
首
相
が
進
め
る

構
造
改
革
が
格
差
社
会
を
生
み
、

人
権
問
題
に
弊
害
を
及
ぼ
し
て
い

る
。」
と
独
自
の
切
り
口
で
社
会

の
問
題
点
を
検
証
し
た
。 

　「
非
正
規
労
働
者
の
増
加
な
ど

働
き
方
の
多
様
化
は
身
分
格
差
や

差
別
を
生
む
。
勝
ち
組
に
な
れ
な

い
大
半
の
人
は
自
分
よ
り
下
の
人

間
を
見
下
す
こ
と
で
、
心
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
と
取
材
を
と
お
し
て
感
じ
た

こ
と
を
話
し
な
が
ら
「
犯
罪
を
助

長
す
る
原
因
の
差
別
、
貧
困
が
増

え
続
け
て
い
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
た
。 

　
ま
た
、
憲
法
改
正
の
気
運
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を
示

し
、「
現
行
憲
法
は
国
家
権
力
を

制
限
し
、
憲
法
で
う
た
う
平
和
平

等
は
人
権
問
題
の
と
り
で
。
い
か

な
る
事
態
に
な
っ
て
も
守
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。 

分
科
会
５ 

阿
波
木
偶 

「
三
番
叟
ま
わ
し
」 

さ
ん  

　  

ば
　   

そ
う 

あ
　
　
　
わ
　
　
　
で
　
　
　
こ 

　
正
月
の
祝
福
芸
と
い
え
ば
「
太

神
楽
（
獅
子
舞
）」「
万
歳
」「
春

駒
」
な
ど
多
数
あ
る
が
、
徳
島
県

や
香
川
県
、
愛
媛
県
の
正
月
を
彩

っ
た
祝
福
芸
の
代
表
が
「
三
番
叟

ま
わ
し
」
で
あ
る
。
無
病
息
災
、

五
穀
豊
穣
を
祈
り
、
商
売
繁
盛
や

豊
漁
を
予
祝
し
た
。 

　
三
番
叟
ま
わ
し
の
芸
人
は
徳
島

県
人
で
、
そ
の
芸
能
は
他
県
に
類

が
な
く
徳
島
県
独
自
の
無
形
文
化

財
と
い
え
る
。
徳
島
で
は
、
正
月

儀
礼
と
し
て
三
番
叟
ま
わ
し
を
迎

え
て
い
た
が
、
１
９
６
０
年
代
に

は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
。
阿
波
木
偶
箱
廻
し
を
復
活
す

る
会
が
、
１
９
９
５
年
か
ら
本
格

的
に
復
活
活
動
を
始
め
、
１
９
９

９
年
か
ら
伝
承
者
に
弟
子
入
り
し
、

「
三
番
叟
ま
わ
し
」
を
継
承
し
、

２
０
０
２
年
か
ら
門
付
け
を
引
き

継
ぎ
、
徳
島
県
中
西
部
を
中
心
に

約
７
０
０
軒
余
り
の
民
家
を
門
付

け
し
て
い
る
。 

　
徳
島
に
お
け
る
多
様
な
被
差
別

民
の
芸
能
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ

れ
ら
の
門
付
芸
は
、
社
会
か
ら
賎

視
さ
れ
、
時
代
と
と
も
に
衰
退
し

て
い
っ
た
。
し
か
し
、
民
衆
の
芸

能
を
再
び
世
に
出
し
た
い
と
い
う

強
い
思
い
が
あ
り
、
復
活
へ
と
つ

な
げ
て
い
っ
た
。 

▲阿波木偶「三番叟まわし」 

小学6年生交流会 
船岡中学校区 

　
郡
家
隣
保
館
で
は
、
地
域
の
交

流
を
と
お
し
て
福
祉
の
向
上
と
あ

ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
を
目
指
し
て

各
種
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
た
び
来
年
度
の
生
徒
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
多
数
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

  

習
字
教
室 

・
毎
週
火
曜
日 

・
午
後
５
時5

分
か
ら 

　
　
　
　
　
　
２
時
間 

・
月
額
１
，０
０
０
円 

　
　
　
書
　
・
墨
代
等 

              

大
正
琴
教
室 

・
毎
月
第
２
日
曜
日 

・
午
前!

時
か
ら 

　
　
　
　   

２
時
間 

 

         
    

生
花
教
室 

・
毎
月
第
四
水
曜
日 

・
午
後
７
時5

分
か
ら 

　
　
　
　
　
　
２
時
間 

・
月
額
９
０
０
円
　
花
代 

    
        

○
締
切
り
　
３
月6

日（
金
） 

○
申
込
み･

問
い
合
わ
せ
先 

　
郡
家
隣
保
館
1
72
―
２
６
７
２ 

郡家隣保館 

生 徒 募 集 生 徒 募 集 生 徒 募 集 

　
人
権
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
た
「
第+

回
人
権
啓
発
研
究
集
会
」

が
１
月/

日
・0

日
、
徳
島
市
で
開
催
さ
れ
、
人
権
擁
護
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
約
３
，９
０
０
人
が
参
加
し
、
差
別
撤
廃
に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
方
策
に
つ
い
て
研
究
討
議
が
行
わ
れ
た
。 

 

記
念
講
演 



10YAZU 
2006.311 YAZU 

2006.3

八頭町宮谷256－4 

八頭町船岡539－1 

八頭町才代131

1（0858）72－6660 
1（0858）72－3970 
1（0858）84－3001

町立郡家図書館 
船岡公民館図書室 
八東公民館図書室 

八頭町 
図書館（室）情報 

新しく入った本 
郡家・船岡・八東 どこからでもご利用いただけます。 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15

歴代天皇知れば知るほど 
国家の品格 
後藤田正晴日本への遺言 
頭のいい人のブログ悪い人のブログ 
夜の戦士 上・下 
青山娼館 
褐色の文豪 
草津逃避行 
ウーマンズ・アイランド 
かもめ食堂 
春朗合わせ鏡 
超バカの壁  
大阪流おちょくり学 
ファントム 上・下 
オリバー・ツイスト 上・下 

所　功  
藤原　正彦 
後藤田正晴 
天野　優志  
池波正太郎 
小池真理子  
佐藤　賢一  
西村京太郎  
林　真理子  
群　ようこ  
高橋　克彦 
養老　孟司  
前垣　和義 
スーザン・ケイ 
チャールズ・ディケンズ 

1 
2 
3 
4 
5 
6

カッコよく生きてみないか！ 
日本の風景松  
すばらしき父さん狐  
くまのローラ  
あなたをずっとずっとあいしてる  
こねこのチョコレート 

斎藤　孝 
ゆのきようこ  
ロアルド・ダール  
トルード・デ・ヨング 
宮西　達也  
Ｂ .Ｋ .ウィルソン 

一　般 

1 
2 
3

先輩とぼく  
心霊探偵八雲 
今夜はだれも眠れない 

沖田　雅 
神永　学  
ダレン・シャン ほか 

ヤングアダルト 

児童・えほん 

※町内の図書館・図書室にて複数冊所蔵しています。 
※児童書・絵本については、次月ご紹介します。 

　八頭町図書館・図書室で予約の多かった本のベス
ト10をまとめました。 

（順位） 

１位 
２位 
〃 
４位 
〃 
〃 
７位 
〃 
〃 
10位 
〃 
〃 
〃 

（予約回数） 

28回 
25回 
〃 
 22回 
〃 
〃 
21回 
〃 
〃 
20回 
〃 
〃 
〃 

（書　名） 

「対岸の彼女」 
「蹴りたい背中」 
「キッパリ！」 
「野ブタをプロデュース」 
「ダ・ヴィンチ・コード　上」 
「ダ・ヴィンチ・コード　下」 
「孤宿の人　上」 
「孤宿の人　下」 
「いま、会いにゆきます」 
「日暮らし　下」 
「天使の梯子」 
「Anego」 
「世界の中心で、愛をさけぶ」 

（著者名） 

角田　光代 
綿矢　りさ 
上大岡トメ 
白岩　　玄 
ダン・ブラウン 
ダン・ブラウン 
宮部みゆき 
宮部みゆき 
市川　拓司 
宮部みゆき 
村山　由佳 
林　真理子 
片山　恭一 

話題の本『クロ物語 －氷海に飛び込んだ犬－』 
終戦後のシベリア収容所生活を語る本 

八頭町図書館（室）のベスト予約 
平成17年4月～12月までに予約の多かった本 

　この本は、平成6年にご自身の11年間にわたるシ
ベリア収容所生活を中心とした『激動の半生』を自
費出版された郡家の井上平夫さんを、作家の独活章
さんが訪問取材して、このほど出版された本です。 
　過酷な収容所生活の様子や、そこに拾われてきた
子犬のクロとの心あたたまる交流、復員船興安丸を
氷づたいに追いかけ、ついには12月の氷海に飛び込
んで後を追うクロとその後日談等の秘話は、1月26
日の夜、民放でも放送されました。 
　戦後60年、戦争を風化させないためにも一読をお
勧めしたい本です。（町内の各図書館・図書室にも
所蔵しています） 

休館日　　　開館時間　10：00～18：00

郡家図書館　おはなし会（15:00～） 

日 月 火 水 木 金 土 
土 

３月のカレンダー 

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31

郡家図書館からのお知らせ 

一般書 

○第８回談話会 
　期　日：平成18年３月12日（日）午後１時30分より 
　場　所：郡家図書館　２階　研修室 
　テーマ：「峰寺薬師の歴史について」 
　話題提供者：八頭町上峰寺　川上健治　氏 
○春休みおはなし会 
　期　日：平成18年３月25日（土）午後３時～４時 
　場　所：郡家図書館　２階　研修室 

いずれも申込不要・参加費無料です 

お知らせ 

「春の全国火災予防運動」を実施します 
　３月１日（水）から７日（火）までの１週間、「あな
たです火のあるくらしの見はり役」を標語に、全国
一斉に春の火災予防運動を実施します。 
　みなさん火の取扱いには十分注意し、「火の用心」 
を心掛けましょう。 

「食品表示110番」について 
　店頭に並べてある食品には、みなさんがその品質
を判断し、選ぶときに必要な情報が表示されています。 
　農政事務所ではスーパー、食料品専門店等の生鮮
食品小売店において、これらの品質表示が適正に行
われているか調査しています。 
　また、住民のみなさんから偽装表示など不審な食
品表示に関する情報や、食品の表示制度に関する問
い合わせなどを「食品表示110番」を設置してを受
け付けていますので、どうぞご利用ください。 
【連絡先】 
　鳥取農政事務所  表示・規格課  1（0857）22－3131

　因幡霊場では、設備点検等のため休業日を設けて
います。また、平成18年４月１日から因幡霊場の利
用料金・環境クリーンセンターへの不燃物持ち込み
手数料金が改定されます。 

因幡霊場の休業日と利用料金・ 
環境クリーンセンターの 

不燃物処理手数料金の改定について 

　最近、過重労働や仕事上でのストレスなどで「心
の病気」になる人が増えています。そこで、この病
気への正しい理解、職場での予防や対応方法などに
ついて学習します。 
◇日　時 
　　平成18年３月11日（土）午後３時30分～５時 
◇場　所 
　 鳥取県労働会館２階会議室（鳥取市天神町30－５） 
◇講師・講義内容 
　・講　　師：鳥取県総務部福利厚生室 
　　　　　　　健康管理担当　大塚月子（保健師） 
　・講義内容：「心の病（不健康状態）」とは 
　　　　　　　職場から「心の病」を無くすために 
　　　　　　　万が一「心の病」になってしまったら 
◇申込方法等 
　　会場定員20名（先着順）につき、あらかじめ　
　　電話でお申し込みください。（参加無料） 
【申込・お問い合わせ先】 
　■中小企業労働相談所・みなくる 
　　　フリーダイヤル　0120－451－783 
　■鳥取県商工労働部労働雇用課  1（0857）26－7225

労働講座「職場におけるメンタル 
ヘルスの基礎知識」を開催します 

◇平成18年度の因幡霊場の休業日 

◇因幡霊場の条例改定料金 

◇環境クリーンセンターへの不燃物持ち込み手数料金 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
15日 14日 17日 16日 19日 12日 
10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 
16日 14日 13日 1,2,16日 14日 15日 

鳥取市･岩美町･若桜町･
八頭町の方の利用 区　分 左記以外の方の 

利用 
大　　人 

小　　人 

死　　胎 

改葬遺骸 

21,000円 

13,000円 

13,000円 

13,000円 

15,750円 

15,750円 

61,000円 

39,000円 

39,000円 

39,000円 

47,250円 

47,250円 

人体の一部等 

畜　　類 

不燃物持ち込み重量10キログラムにつき、330円 

人
　
体 

住宅防火 いのちを守る 7つのポイント 
『3つの習慣・4つの対策』 

【３つの習慣】 
○寝たばこは、絶対やめる 

○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する 

○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す 
 
【４つの対策】 
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する 

○寝具や衣類からの火災を防ぐため、防炎製品を使用する 

○火災を小さいうちに消すため、住宅用消火器を設置する 
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協

力体制をつくる 

　まったく根拠のない架空請求が横行しています。
これらは、何らかの名簿を入手した悪質事業者が、
その名簿に基づき、無作為に根拠のない請求書を大
量に送ったものと思われます。 
　見知らぬ業者・団体には一切連絡しないことや、
身に覚えのない請求には絶対に応じないようにしま
しょう。請求された内容について不明な点があった
り、不安を持った場合には、まず消費生活センター
の相談室にご相談ください。 
【連絡先】 鳥取県立消費生活センター 
東部消費生活相談室　1（0857）26－7605

利用した覚えのない請求にご注意！ 
＜架空請求＞ 
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平成18年度八頭町体育協会関係事業計画 

若桜鉄道の運賃が改訂されます 
　若桜鉄道の運賃が４月１日から平均約6.9㌫上が
ります。 
　地域に欠かせない公共交通を存続させるため、ご
理解いただくとともに、積極的なご利用をお願いい
たします。 

予備自衛官補採用試験のお知らせ 
＜予備自衛官補制度について＞ 
自衛官未経験者を予備自衛官補として採用し、所
要の教育訓練を受け、修了後に予備自衛官として
任用する制度です。 
◇受付期間　平成18年４月 7日（金）まで 
◇試 験 日　平成18年４月15日（土）～ 
            　　　４月17日（月）のいずれか１日 
◇合格発表　平成18年５月24日（水） 
◇採用区分　「一般」及び「技能」（技能とは、医 

療、語学・車両整備士等の専門技術者） 
◇採用対象　自衛官未経験者 
◇受験資格　「一般」…18鼓以上34歳未満 
　　　　　　「技能」…18歳以上で、保有する技能に 

　　　　応じて53～55歳未満 
◇そ の 他　教育訓練招集手当を支給 
　　　　　　教育訓練「一般」50日（３年以内） 
　　　　　　　　　　「技能」10日（２年以内） 
【お問い合わせ先】 
　自衛隊鳥取募集案内所 
　鳥取市永楽温泉町152（日通ビル1F） 
　　1（0857）26－4019（FAX兼） 

国税専門官を募集します 
　国税庁では、国税専門官の募集について次のとお
り採用試験を実施します。 
◇受験資格 
　・昭和54年４月２日～昭和60年４月１日生まれの者 
・昭和60年４月２日以降生まれの者で、平成19年
３月までに大学を卒業・卒業見込みの者及び人
事院が同等の資格があると認める者 

◇採用予定数　約950名（変動する場合あり） 
◇受験受付期間 
　　平成18年４月３日（月）から４月14日（金）まで 
◇試験日等 
　（第１次試験） 
　　・試験日　平成18年６月11日（日） 
　（第２次試験） 
　・試験日　平成18年７月24日（月）から 
　　　　　　７月27日（木）のうち指定する日 

　（合格発表） 
　　・第１次試験合格発表　平成18年７月４日（火） 
　　・最終合格発表　　　　平成18年８月29日（火） 
◇ホームページアドレス 
　　国　税　庁   http://www.nta.go.jp/ 
　　広島国税局   http://www.hiroshima.nta.go.jp/ 
【受験申込書などの請求・お問い合わせ先】 
　■広島国税局人事第二課試験研修係 
　　広島市中区上八丁堀６－30　1（082）221－9211 
　■鳥取税務署　　1（0857）22－2141

　なお、定期券については、現在利用しておられる
定期券の有効期限の２週間前から、現行運賃での継
続発売が可能です（有効期限が４月14日までで、３
月31日までに購入される場合は現行運賃で発売）。 
　また、ＪＲとあわせて、３月18日より運行時刻が
変わります。 
　詳しくは、若桜鉄道へお尋ねください。 

【お問い合わせ先】若桜鉄道　182－0919

若桜鉄道新運行時刻表（平成18年3月18日改正） 

若桜鉄道新運賃表（平成18年4月1日から適用） 

土曜・休日運休 

下段　小人運賃 

平成18年度放課後児童クラブ入会児童を募集します 
　八頭町では、町内の４箇所にある放課後児童クラブの平成18年度入会児童を募集しています。 
　対象となる児童は、就労等により昼間保護者が家庭にいない小学校に通う児童（概ね１年生から３年生）で、
１年間継続して入会して頂くことが条件です。なお、会費は１人毎月5,000円（８月のみ6,000円）です。 
　入会を希望される方は、役場福祉課又は各支所住民生活課へ申込書を提出してください。 

　平成18年度の町体育協会関係事業を下記のとおり計画しましたので、お知らせします。多くの皆様の参加を
お待ちしております。 

※放課後児童クラブは遊びを中心と
した活動により児童の健全育成を
図ることを目的としており、八頭
町では各小学校保護者会の運営に
より開設しています。 

【お問い合わせ先】 
　福祉課　176－0205、船岡支所住民生活課　172－0144、八東支所住民生活課　184－1221

わんぱく児童クラブ 

ひまわり児童クラブ 

船岡学童クラブ 

八東学童クラブ 

クラブ名 

専用施設（郡家西小学校敷地内） 

専用施設（稲荷196番地７） 

船岡キッズハウス（坂田539番地１） 

八頭町山村開発センター（北山48番地１） 

実施場所 

郡 家 西 小 学 校  

郡 家 東 小 学 校  

船岡地域全小学校 

八東地域全小学校 

対象学校区 

合併記念八頭町壮年選抜地域対抗野球大会 

八頭町武道大会 

八頭町少年野球大会 

八頭町ペタンク大会 

八頭町社会人野球大会（春季） 

八頭町スポーツの日 

八頭町壮年ソフトボール大会 

八頭町社会人野球大会（夏季） 

第１回八頭町ベストバレーボール大会 

八頭町地域対抗野球大会 

町長杯グラウンドゴルフ大会 

八東地域ベストバレーボール大会（男女） 

船岡地域部落対抗バレーボール大会 

郡家地域部落対抗ソフトテニス大会 

船岡地域ブロック対抗親善ゲートボール大会 

八頭町社会人秋季野球大会 

県民スポレク祭（水泳） 

第２回八頭町壮年選抜地域対抗野球大会 

八頭町ホッケー大会 

森下広一杯ハーフマラソン大会 

全国スポーツレクリエーション祭（ペタンク） 

県民スポレク祭（秋季） 

八東地域組対抗親善ゲートボール大会 

船岡駅伝 

八頭町バスケットボール大会 

郡家地域部落対抗親善ゲートボール大会 

八頭町バトミントン大会 

郡家地域部落対抗卓球大会 

郡家野球場 

郡家武道場 

郡家、八東野球場 

八東総合運動公園 

郡家野球場 

各地域 

各地域 

郡家野球場 

八東地域 

郡家、八東野球場 

八東川水辺プラザ河川公園 

若者体育館、丹比小 

船岡トレセン、船中 

中央中学校 

船岡ゲートボール場 

郡家野球場 

隼プール 

郡家野球場 

八頭高ホッケー場 

船岡中学校、船岡コース 

八東総合運動公園 

県内各地 

八東運動公園 

船岡大江コース 

郡家体育館 

郡家ドーム 

郡家体育館、中央中学校体育館 

郡家体育館 

野　球 

柔道･剣道･空手 

野球 

ペタンク 

野　球 

体育指導委員会 

ソフトボール 

野　球 

バレーボール 

野　球 

グラウンドゴルフ 

バレーボール 

バレーボール 

テニス 

ゲートボール 

野　球 

県事業 

野　球 

ホッケー 

町事業 

町事業 

県事業 

ゲートボール 

陸　上 

バスケットボール 

ゲートボール 

バトミントン 

卓　球 

2  

9  

15・22 

16  

10～6/7 

14 

21～ 

14～8/9 

18  

25～8/13 

1 

16 

16  

23 

6  

23～9/27 

26・27 

3  

17  

9  

22  

28・29 

3 

5 

12 

12 

19 

未定 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12

日 

日 

土 

日 

水 

日 

日 

水 

日 

日 

土 

日 

日 

日 

日 

水 

土・日 

日 

日 

月 

日 

土・日 

金 

日 

日 

日 

日 

日 

開催月日 
部 大会名 会　場 

月 日 曜日 

 
 

丹　比 
 

徳　丸 
 

八　東 
 

安　部 
 

隼 
 

因幡船岡 
 

八頭高校前 
 

郡　家 
 

東郡家 
 

津ノ井 
 

鳥　取 

260 
130

290 
150

320 
160

350 
180

350 
180

380 
190

420 
210

420 
210

560 
280

600 
300

650 
320

丹　比 

160 
80 

260 
130 

290 
150 

320 
160 

320 
160 

350 
180 

350 
180 

490 
250 

530 
270 

580 
290

160 
80 

260 
130 

290 
150 

320 
160 

320 
160 

320 
160 

460 
230 

500 
250 

550 
270

200 
100 

260 
130 

290 
150 

290 
150 

320 
160 

460 
230 

500 
250 

550 
270

200 
100 

260 
130 

290 
150 

290 
150 

430 
220 

470 
240 

520 
260

160 
80 

260 
130 

260 
130 

400 
200 

440 
220 

490 
240

160 
80 

200 
100 

340 
170 

380 
190 

430 
210

60 
30 

200 
100 

240 
120 

290 
140

140 
70 

180 
90 

230 
110

180 
90 

200 
100

180 
90

徳　丸 
 

八　東 

安　部 

隼 

因幡船岡 

八頭高校前 
 

郡　家 
 

東郡家 
 

津ノ井 
 

鳥　取 
 

6:26 
6:34 
6:37 
6:40 
6:44 
6:48 
6:52 
6:55 
6:57 
7:01 
7:05 
7:13 
7:18 
7:25 
7:46

7:09 
7:16 
7:20 
7:23 
7:28 
7:32 
7:36 
7:40 
7:42 
7:47 
7:52 
7:58 
8:03 
＝　 

8:29 
8:37 
8:40 
8:43 
8:47 
8:51 
8:55 
8:57 
8:59 
9:00 
9:04 
9:08 
9:13 
＝　 

10:44 
10:52 
10:55 
10:58 
11:02 
11:06 
11:10 
11:12 
11:14 
11:15 
11:19 
11:26 
11:31 
＝　 

12:32 
12:40 
12:43 
12:46 
12:50 
12:54 
12:58 
13:01 
13:03 
13:06 
13:09 
13:15 
13:20 
＝　 

15:16 
15:24 
15:27 
15:30 
15:34 
15:38 
15:42 
15:45 
15:47 
15:57 
16:01 
16:06 
16:11 
＝　 

16:13 
16:20 
16:24 
16:27 
16:31 
16:35 
16:38 
16:42 
16:44 
17:00 
17:03 
17:09 
17:14

17:26 
17:34 
17:37 
17:40 
17:44 
17:48 
17:52 
17:55 
17:57 
18:04 
18:08 
18:17 
18:22

18:39 
18:47 
18:50 
18:53 
18:57 
19:01 
19:05 
19:07 
19:09 
19:19 
19:23 
19:27 
19:32

20:46 
20:53 
20:57 
21:00 
21:04 
21:08 
21:11 
21:14 
21:16 
21:20 
21:24 
21:29 
21:34

22:00 
22:07 
22:11 
22:14 
22:18 
22:22 
22:25 
22:28 
22:30 
23:03 
23:07 
23:12 
23:16

若　桜 
丹　比 
徳　丸 
八　東 
安　部 
隼 

因幡船岡 
八頭高校前 
郡　家 
郡　家 
東郡家 
津ノ井 
鳥　取 
鳥　取 
宝　木 

発 

発 

発 

発 

発 

発 

発 

発 

着 

発 

発 

発 

着 

発 

着 

上
り 

↓ 

鳥
取
方
面 

※太枠内は因美線のJR列車郡家駅で乗り換えとなります。 

※郡家発17:33鳥取着17:47 
※郡家発18 :22鳥取着18:36の列車もあります。 

5:33 
5:38 
5:44 
5:47 
5:48 
5:51 
5:53 
5:57 
6:01 
6:05 
6:08 
6:12 
6:18

7:31 
7:37 
7:43 
7:45 
7:52 
7:55 
7:58 
8:02 
8:06 
8:10 
8:13 
8:16 
8:23

9:41 
9:46 
9:51 
9:54 
10:06 
10:09 
10:11 
10:15 
10:19 
10:23 
10:26 
10:30 
10:36

11:36 
11:41 
11:47 
11:50 
11:53 
11:55 
11:58 
12:01 
12:05 
12:09 
12:13 
12:16 
12:23

13:48 
13:56 
14:02 
14:05 
14:06 
14:09 
14:12 
14:15 
14:19 
14:23 
14:26 
14:30 
14:37

16:25 
16:34 
16:40 
16:43 
16:45 
16:48 
16:50 
16:54 
16:58 
17:02 
17:05 
17:09 
17:15

17:32 
17:42 
17:48 
17:51 
17:58 
18:01 
18:04 
18:08 
18:12 
18:16 
18:19 
18:22 
18:29

18:52 
18:57 
19:03 
19:07 
19:10 
19:13 
19:16 
19:19 
19:23 
19:27 
19:30 
19:34 
19:41

19:53 
19:58 
20:03 
20:06 
20:10 
20:12 
20:15 
20:18 
20:22 
20:26 
20:30 
20:33 
20:40

21:04 
21:09 
21:15 
21:18 
21:23 
21:26 
21:28 
21:32 
21:36 
21:40 
21:43 
21:47 
21:53

22:15 
22:22 
22:28 
22:31 
22:36 
22:39 
22:41 
22:45 
22:49 
22:53 
22:56 
23:00 
23:06

鳥　取 
津ノ井 
東郡家 
郡　家 
郡　家 
八頭高校前 
因幡船岡 
隼 

安　部 
八　東 
徳　丸 
丹　比 
若　桜 

発 

発 

発 
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発 

発 

発 

発 

発 
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着 

下
り
↓
若
桜
方
面 

若　桜 
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２月１日現在 
（　　）内は前月比 

八頭町の 
世帯数と人口 

世帯数 

総人口 

男 

女 

5,701 
20,243 
9,746 
10,497

（＋７） 

（－９） 

（－５） 

（－４） 

世帯 

人 

人 

人 

１月６日 

９日 

19日 

22日 

24日 

25日 

29日 

２月１日 

３日 

１月５日 

９日 

１月19日 

笠田　拓希 

山　　里彩 

勝原　悠稀 

前田　葵衣 

平木　一歩 

林　菜々子 

安藤　帆南 

鎌谷　一心 

山本　維吹 

浦林　千嘉 

大谷　壱駒 

谷口　佳音 

昭四郎・彰子 

直人・愉香 

正幸・恭江 

崇文・裕美 

享一・千春 

利和・真由子 

直幸・やよい 

大心・  文 

幸男・恵美子 

雅樹・幸子 

　　　麻美 

  充  ・千佳 

（フローラル） 

（市　場） 

（緑ヶ丘） 

（西御門） 

（稲　荷） 

（万代寺） 

（郡家中） 

（福　地） 

（東市場） 

（下　野） 

（橋　本） 

（富　枝） 

ひろ    き　 

り　  さ　 

ゆう    き　 

あお    い　 

はじめ      

な　  な　  こ　 

は　  な　 

いっしん     

い    ぶき   

ち    ひろ   

いつく     

か    のん  

郡
家
地
域 

誕生日 名　　前 おとうさん・おかあさん ところ お
め
で
た 

敬称略 ひとのうごき 

地
域 

船
岡 

１月14日 

16日 

22日 

24日 

25日 

26日 

28日 

28日 

31日 

２月５日 

７日 

８日 

１月12日 

15日 

17日 

２月３日 

５日 

１月11日 

14日 

21日 

25日 

30日 

２月７日 

８日 

９日 

村田　忠由 
山本　一實 
山根冨美枝 
竹内　照男 
石破眞一郎 
冨山　綾子 
太田　民子 
森本　壽雄 
辻　　ルイ 
上原　秀夫 
小河喜美子 
川木　　操 
濱田滿壽枝 
洞　　守正 
西村　　隆 
岩見ゆり子 
柏原　　子 
加藤　博之 
保木本國嘉 
岸田　清實 
小林　ハナ 
　松　文子 
郡谷　春江 
太田　瀧造 
畠田　　て 

79歳 

81歳 

96歳 

85歳 

52歳 

63歳 

86歳 

84歳 

90歳 

89歳 

94歳 

68歳 

90歳 

63歳 

81歳 

93歳 

87歳 

78歳 

85歳 

91歳 

99歳 

84歳 

74歳 

96歳 

97歳 

（久能寺） 

（国中一区） 

（福　本） 

（西御門） 

（郡家殿） 

（郡家西） 

（　花　） 

（宮　谷） 

（国中二区） 

（郡家西） 

（篠　波） 

（久能寺） 

（船岡殿） 

（破　岩） 

（隼郡家） 

（上野上） 

（坂　町） 

（皆　原） 

（柿　原） 

（日下部） 

（日　田） 

（安井宿） 

（　南　） 

（富　枝） 

（重　枝） 

郡
家
地
域 

船
岡
地
域 

八
東
地
域 

お
く
や
み 

日　付 名　　前 年　齢 ところ 

　イノシシ等野生鳥獣から農作物被害を防ぐため、
電気柵、あみ・トタン等の設置について助成します。 
◇対　象　畑または田に、イノシシ等被害防止柵 
　　　　 （電気柵、あみ・トタン等）を設置される方 

◇補助率 
　　　　　　　　個人で設置される場合 
　　　　　　　　　　　　  ↓ 
　　　　　　　　 資材費の2／3 を補助 

　　　　２名以上の集団で概ね１ha以上囲う場合 
　　　　　　　　　　　　  ↓ 
　　　　　　　　資材費の5／6 を補助 
 
◇その他　被害防止柵の設置は集団で行ったほうが

有効です。出来るだけ集団での設置をご
検討ください。 

　その他詳細につきましてはお問い合わせください。 
【お問い合わせ先】 
　産　　　業　　　課　176－0208 
　船岡支所産業振興課　172－3972 
　八東支所産業振興課　184－1228

イノシシ等被害防止柵について 

地
域 

八
東 

 
 
　町営住宅・県営住宅の入居者を次の要領のとおり
募集します。 
【団地名・所在地】 
 
 
 
 
 
 
 
【月額家賃】収入調査により決定します。 
【敷　　金】月額家賃の３ヵ月分に相当する額 
【募集期間】３月１日（水）～３月13日（月） 
【選　　考】入居審査会で決定します。 
【入居予定】４月１日 
【入居資格】下記の事項に該当する方 
　　①現に同居し、又は同居しようとしている親族
　　　（内縁関係、婚約者含む）があること。 
　　②入居申込をした日において、月収が20万円　
　　　以下であること。 
　　③現に住宅に困窮していることが明らかな方で
　　　あること。 
　　④地方税を滞納していないこと。 
【お問い合わせ・申込先】 
　　船岡支所　建設水道課　172－3973

公営住宅入居者募集 

団地名 場　所 構造等 間取り 

町営住宅 
下野団地２号 

八頭町下野 
543

木造２階建て 
３ＤＫ 

１階  和室6畳、DK、 
　　　浴室、トイレ、 
　　　洗面脱衣 
２階  4.5畳、6畳 

県営住宅 
丸山団地４号 

八頭町船岡 
692－2

木造２階建て 
３ＤＫ 

１階  和室6畳、DK、 
　　　浴室、トイレ、 
　　　洗面脱衣 
２階  4.5畳、6畳 

　2月 10 日（金）郡家公民館において、農業委員研
修会を開催しました。 
　講師に八頭地方農林振興局農業振興課　田中重樹課
長補佐を招き、「経営所得安定対策等大綱」について、
講演して頂きました。この大綱は、生産調整実施者を
対象とした米政策改革推進対策、認定農業者や集落を
単位とした品目横断的経営安定対策、農業者だけでな
く地域住民等を対象とした資源・環境対策の３つの柱
があり、これまで、全農家を対象とし、品目ごとの価
格に着目して講じてきた対策を担い手に絞り、経営全
体に着目した対策に転換するものです。委員からは、
水田中心の政策であり、果樹農家の多い八頭町では難
しいのではないか、また実施に当たっては集落営農で
取り組んでいかなければならないというような意見が
出されました。 
 
《おもな動き》 
２／10 　 
　　●第７回農業委員会 
　　　議　事 
　　　１．農地法の規定による許可申請　 
　　　　　・第３条（所有権移転）　　　　　　４件 
　　　　　・第４条（転用）　　　　　　　　　１件 
　　　２．農用地利用集積計画の決定　　　　　85件 
　　　３．農業振興地域整備計画の変更について 
　　報告事項　 
　　　・農地法第20条第６項（合意解約）　　　２件 
　　　・農地法施行規則第５条第１項（転用）　２件 

 
《おくやみ》 石破眞一郎氏　ご逝去　　 
　八頭町農業委員石破眞一郎氏（郡家殿）が1月
25日に亡くなられました。 
　石破委員には、大御門地区を中心に農地行政の
推進にご尽力を頂きました。 
　謹んでご冥福をお祈りいたします。 

農業委員会 

新たな経営安定対策の 
導入に向けて 

　水道料金・下水道使用料の口座振替をご利用され
ますと、わざわざ金融機関などへ料金のお支払いに
出向く必要がなくなり、忙しい方や、土日しか時間
の取れない方には大変便利な方法です。ぜひご活用
ください。 
　振替手続きは、八頭町役場本庁、町内の金融機関
でできます。 
※振替日は、毎月月末です。月末が土日祝日の場
合は、翌営業日が振替日となります。 
 
 
 

 
 
 
 
　その他詳細につきましてはお問い合わせください。 
【お問い合わせ先】 
　役 場 上 下 水 道 課　176－0207 
　船岡支所建設水道課　172－3973 
　八東支所建設水道課　184－1228

水道料金・下水道使用料のお支払いは 
口座振替が便利です！ 

 
 
　八頭町行政改革推進委員会が平成17年12月1日に
設置されました。  
　現在委員会では、町の今後の行財政運営のあり方
等について審議検討をはじめています。  
　委員会では、審議検討した内容がまとまりました
ら、町民みなさんのご意見をいただく予定にしてい
ます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇委員のみなさんを紹介します◇ 

　　　会　　長　　西谷啓三郎（下峰寺） 
　　会長職務代理　田中　京子（　島　） 
　　　委　　員　　筒井　一伸（鳥取大学講師） 
　　　委　　員　　平木　　修（大　門） 
　　　委　　員　　川戸　稔功（見槻中） 
　　　委　　員　　林　裕見子（下　野） 
　　　委　　員　　西川　耕一（日下部） 
　　　委　　員　　蓮佛　昭子（米　岡） 
　　　委　　員　　中原　和香（船　岡） 
　　　委　　員　　井上　準一（徳　丸） 

消費生活相談室のご案内  
 
　鳥取県立消費生活センターでは、悪質商法・契約な
ど消費者トラブルに関する相談をお受けしています。 
　相談は無料で、秘密は厳守されます。 
◇相談受付時間 
　　8:30～17:00（土・日・祝日・年末年始を除く） 
　　電話または来所にてご相談ください。 
【お問い合わせ先】 
　東部消費生活相談室 1（0857）26－7605、7604 
　鳥取市東町１－271（鳥取県庁第２庁舎２階） 

口座振替のできる金融機関 

○鳥取銀行　　　　　○鳥取信用金庫 
○山陰合同銀行　　　○中国労働金庫 
○鳥取いなば農協　　○郵便局 

手続きにご持参していただくもの 

○通帳　○金融機関届出印 

八頭町行政改革推進委員会を設置 
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八頭町総合計画紹介（Ⅲ） 

障害者自立支援法 

まちの話題 

保健センターだより 

りんぽかん 

・・・・・・・２～３P 

・・・・・・・・・・・・・・４P 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・５P 

・・・・・・・・・・６～７P 

・・・・・・・・・・・・・・・８～９P

今月の主な話題 

八頭町下峰寺では、昔ながらの水車が残っています。使わ

れなくなっていた村の水車を発電用として改修し、自然と

も調和しながら地域の活性化につなげていく取り組みが行

われています。（関連記事５Ｐ） 

水車が村のシンボル 水車が村のシンボル 
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古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています。 
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男女共同参画啓発シリーズ ⑩ 

　八頭町とNHK鳥取放送局では、八頭町誕生1周年を記
念して、NHKラジオ第一放送＜全国放送＞で放送する
ラジオ番組『民謡をたずねて』の公開録音を実施します。 
　この番組では、心に残る民謡をたっぷりとお楽しみい
ただきながら、地域の文化や風土を全国に紹介していき
ます。 

新たな分野への女性のチャレンジ！ 

18

３ 

八頭町誕生 
１周年記念 

ラジオ公開録音 

主催  八頭町・NHK鳥取放送局 

NHK 民謡をたずねて NHK 民謡をたずねて NHK 民謡をたずねて 

鎌田　英一 斉藤　京子 成世　昌平 

入場は無料ですが、整理券が必要です。 
往復はがきに所定の事項を記入してお
申し込みください。詳しくは広報に差
し込みの案内ちらしをご覧ください。 

鎌田 英一、 斉藤 京子、成世 昌平 ほか 

八東体育文化センター 
（八東中学校となり） 

平成18年 ４月22日（土） 
開場：午後６時  開演：午後６時30分 
終演：午後８時（予定） 

【お問い合わせ先】 
　■八頭町役場総務課　1（0858）76－0201 
　　　※平日　午前８時30分～午後５時15分 
　■NHK鳥取放送局　1（0857）29－9209 
　　　※平日　午前10時～午後６時30分 

会場付近の駐車場は限られていますので、
乗り合わせや公共交通機関のご利用をお
願いします。 

お願い 

日　時 日　時 

会　場 会　場 

出　演 出　演 

入場申込 入場申込 

　男女共同参画社会の形成においては、男
女が固定的な性別役割分担にとらわれず、
あらゆる分野に女性が参画していくことが
求められています。 
　特にこれまで女性の参画が少ない、防災・
災害・まちづくり等の新たな分野への女性
の積極的なチャレンジを促す地域環境を推
進していく必要があります。 


